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寒冷地方の水古代に於ては，殆んど例外なく 「芽出し播」が行われる故，此の「芽出し」

に及ぼす種籾泊毒剤の影響が如何なる性質で如何なる程度であるかを知る ことは，此の地

方として極めて重要なととに属する ものと思われる。

水 中 「浸種」始より「芽出しJ操作に至る途中に於て所謂種子消毒のために種棋を薬液

中に浸漬ーす るのが通例であるので，著者も195C年に，概ね此の通例の順序に従って，水銀

製剤を以て種籾を消毒したが，是等薬剤が種籾の発芽又は発棋に多少とも影響を及ぼした

のを認めた。

水銀製剤には，ウス7")レ訟 やメ ルクロンの他に， デ fター， プラス ト iクロ ジン，昇

京，オル ゾン等があるそうであるが，本報告に於ては， ワス プノレL及び水銀製剤 2号の影

響の及び方，換言すれば，如何なる場合に如何なる過程を経て如何なる程度に影響するも

のでるるかを，室内実験に よって明らかに し得た点に就てのみ述べ大方の叱正をまっとと

に した。

実験に際して、中尾二郎氏の助力があった。記して感謝の意を表する衣第である。

賓駿の方法，結果及び考察 ，

1.種籾の授芽授槙に劃するウスブルシの正負雨作用と是に及ぼす授芽床水温並に蓋の有

無の影響

発芽床の水深が浅ければ幼根が伸長し，深ければ幼芽が伸長するとと，及び種子を囲む

水量の多寡に よって芽が先に出たり根が先に出たりすることは， Cho氏が述べている如く

に，既に知られている事柄であるが.置床以前に種;慨をウ スプル ン液に浸潰した場合，斯る

師知の現象が如何なる程度に変更され るかを知ろう とした。

実験方法として，予め種視を，150C内外の水中に浸水し，それを，ウスプルン液浸漬区

(ウス プル ン1000倍液に24時間浸漬〕と対照区(水道水に24時間浸涜)とに分け一一浸漬

温度 150C内外一一両区を夫k 弐の方法により置床した。即ち角瓶にy水kを話湛Eえ
取紙から水面までが丁度 0.5c巴m叫n，lcωIII丸， 2針Clll，3CIll， 4cm， 5cm となるようにし此の吸取

紙の上に泊毒済種籾を播種し，播種後たどちに瓶をf亘湿器中に搬入して発芽及び発根せし

めた。供試品種は尾花沢l号であった。此の結果 は 第l表，第2表，第3表の通りである。
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無蓋j発芽認の場合の部

2去について，ウスプJレ

ンの忍響をみる と， 浸水

がL)OC，2~時間程度で，

圭主主当塗棋の微肢がな

く粒の pHが大なる時期

の極観では，之をアルカ

リ性の (pH=8程度〕ウ

スプ Jlン]0')0倍液に浸泊

するととが，深7)'(に於け

る芽伸長性及び浅水に於

ける根伸長性をー居額普

及ら しめるものであるこ

とを知る。 とれは言わば

ウスフソレンの発芽発根叉

は芽及棋の伸長?と対ナる

!拭活的危作用と認めるべ

きである。

zrL3去によれば浸水時

間が三時聞に及んで，型

建皇宮樫差益壬ーむ正盤~hrl
組織及びIWi根 〕主盟主

程度にまで，}庄内に於て

銀出監 jplilE坦
が小となった場合には，

幼芽の仲長 と幼棋の生長

は，甚しく答えれると と

を知る。とれはウスプ，ν

ンの明らかな柴筈であっ

て，芽の伸長よりも根の

生長をー居抑える ようで

ある。
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担E際さの71';:I !:I に於て発芽)~根 ðせた結果。 但し
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全上。 但し~!!f.悲発芽器の場合第 2去

浸水 72間後I ウスプlレy 液に浸誌の極籾を各種

深dの水中にて発;t.j二発根dせた結果。 イ旦し無差

発芽器の場合

的考

第 3表

第Fi受は引2表のように

は， ウスプルン浸漬区が

対照、区に比較 して芽も根

も長いととを明瞭に していえ主い。第1去と第2茨とのZ?異は，前者は発芽器が千f査の場合の

結果;であるとと，後者は無蓋の場合の結果であるととである。器が有歪であれば，器内や

水中に充満 したCO2のために，日昔処に於ては芽や根の{申長が鈍らされるのは当然で、通うる。
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7l<銀製剤による泊務が超級の発;!Hi古棋に及ぼす影響に就て一一溢谷

それilJc第1;受以外の発芹発根の実験は総て無蓋として施行した。

2・ウスブルン液侵入の経路。 ウス 7・ J~ ン液が透過によって粒内部に侵入する場合，最も

侵入し易いか処は何処であろう か，叉透過以外にも侵入方法がありは し主主いか等の点を知

るため，次の五つの笑験を行った。

験の1・… 150C内外の水中に24時間浸水後，粧・闘の反足細胞側l任乳の部分 (佐乳容積

の約1/5) をメ スにて切り除き ，とれ等を2区に分け， ウスプJ~ ン液浸i前区(ワ スソ )レ ン 1 000

倍液に:!.J時間浸ti'nと対照区(水道水に2.J時開設法)と l，両区を無蓋クヤ!-に浅水に

て置床し，~8oCt亘温器中で発3F発根させた。此の結果はお4去の通 りである。

第4表に依れば，ウス

フ・ルン液浸涜区の根は

対照区のそれを凌駕し

ている。とれは， ウス

プ l~ ンの侵入に伴って

生じた色素吸荒唐 (切

口)が匹盤から遠く 離

れているととと，ウ ス

t 
第 4表 JBS乳 'jr， 切除後ウスプルン液に浸Eiの結果

ウスプノレン儲!1区 ・| 対 照 区 什可区の主主

芥mm長 l根 JUnl長 |芽長 |根長 |版 | 根 長
JUnl nlUl 11113 

13.4 102n.7  O..') 百 | 句
目 I^ I ̂  

切口が ウ スプルン色素を | 切口組織が脳同伴 し ， 外液~ .-::... 
吸7脅し青色に涜色s 切口 !:が泡立ち，酸反応を呈し | l g 
が溺解せず 1 '!.こ | 一 | 

信n考 置床後1日目測定。 2r粒平均値。品程尾花沢]-'[!.・

プルン液が， 塩基性にして，ア fラーゼの最勘H13は異っているととから， ウス プル ン没

涜区のIff乳に於ける澱粉粧化は，切口以外の部分で行われ，主主芝生良型ー玉置~.構)~毛此空

切口から外音(¥に漏れるととなく，専ら匹盤へ還流して幼根の生長に役立ったと見られる。

反之，対照区では，色素吸着}晋が生ぜヂ，切口に於て澱粉居が露出したので， I匹乳内容物

庄， J~処から企部に漏れ出て匹の方には還らなかった左主主執根芝生塁L盆主主カヨキ ものと

見られる。此の場合，吸着居は保護膜的tかき をした事に主主る。斯る佑きはワス プルン及び

ウスプルン色諜が酸に溶け難いと とが原因しているようである。種籾の発芽IL.際しては，

液も，匹字L汗液も酸性に傾き，主主ゐ此の場合のように妊乳を:外掠中に露出していれば，共

処に好気菌が発生して，各種の有機酸を生すなるに五る。それ故，切口にウスプルンが侵入

しても，その侵入が最も著しかったと若倣される色素吸荒唐は，外液の酸によって溶解も

加水分解もされ雌く，従って其処が崩解しないととにたる。尤も，ウズプルンは所謂消毒

剤たるため，とれに演涜した粒を置床ナれば，その切口近くや外液に，好気菌を発生させ

るとと少し外液の酸性化も， 対照区のそれのようには著しく主主かったと とも確かである。

次に第』表対照区の芳が相当伸長して寧ろウス プ川ン液浸漬区のそれを凌駕したととは，

鞘葉 (Coleoptilc)は匹乳から糖獄の供給をうけな くても可成り伸長し得るととを物語るも

のである。即ち鞘~の伸長はオ ーキ シンの垂下に伴って起る細胞の伸長に基くので， f，a 4 

表の場合は対照区のオーキ・ンン宜ー下がウス fルン浸涜区のそれより優った号宕るべきであ

る。 Gruess，Brown and Morris， Torrey， Mann and Harlall， Linz，坂村氏等は，ア fラー

ゼは初めJ座盤に池られ，1.怪盤からIff乳に主主られるものであるとしているし，也氏は!庄盤維

管束を鞘3誌の一対の維管策に対 して中央服と若倣 し，1.匹盤と鞘葉とを併せて完全たる一枚

の子葉とすべしとしているから，ア fラーゼは最初任盤に存すると同様に鞘楽にも存ずる

べきで，此のアミラー ゼが速やかに!匹乳へ移動するととが，オーキシンを速やかに摂下せ

しめる作用をするのであろう。金星豆主主盟旦主治結額その他空遁れ出て，匹盤に還って

3 
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来る椋類主2こなかったので， 此の泣流に妨喧られると と主く ，アfラ - -l~"色豊監がiÆやか

に行われ，従ってオ ーキ Lシ布jFが速やかに日つ多7止になり得た ものと解される。

賓裁の2…l'iOC内外の水中に+，C;時間浸水後任盤から幾分凸出して来た鞘根(Coleorhiza.

幼根が出現して来る部分でJffに於ては根冠幻lJiiっている)をメスにて切り 落し， 又実験の

] と 問機に種籾lの反足細胞側l庄乳 〔匹乳容積の約一~) を切 り除き，之等を2区?と分け ， ウ スプ

ルン液浸漬区 (ウスプルン 1000傍液に24時間程:fJ'υと対照区 (水道水に24時間浸fJVとし，

両区を ~!l~蓋シャ ー レに浅水に て i世床 し，引oq豆地務中で発芥発根させた。此の結果は筋九去

の通 りである。

第ろ 表 JIE筑 ，f;;及び松根切除後I ウスプルン液に浸出の結果

ウスプルシ浸n'1区 | 対 照 区 |同区の 主主

主ヂ長 111lnJ族長 Jun1I芽長 n1111I根 長 m 011芽長 P1根長 P

2o 0.0 14.(; 7.4 く0.0011くO.OOJ

備考 置床後1日目測定。15粒平均値。品極尾花沢l号

第 5表により ，

発芽発根に対 して

は，平例県切r~主カ宝 '1不

字L切除以上に大き

く影響し，然 もそ

れは芽にも棋にも

告作用をするととがわかる。とれは幼根を覆う部分が切り除かれたため，多ji!;のウスプル

ン液が容易に根端に濯 し， ]1~金属イオン其の他に よって，其処を綴回 し ， 生長不能のi伏態

に陥れたからであろう し，更に幼根と!日、盤 との間隙(正'市の阪では此処が明fJlとたって比

較的低倍率の瀬微鏡によっても明瞭に見 られる)を通って， 幼芽基部をも侵害し， アミ弓

ーゼの締流やオーキ シン:市:ー下を遅滞させるに亙ったのであろう。反之，対照区では幼線を

覆う鞘根が切り除かれたため俊倣的にも根が，'-1¥易 くなり又7kの:ff内浸透が存易となり ，

従って鞘~\~が幾分仲長 し得たのであろう。

賓験の3…‘ 150C内外の水中に48時間浸水后，鞘棋の部分のみを切り 除き足土手の籾を

ウユ プルン液j度前I宍 ( ヴ スプルン 1000倍江主に ~J時間i反政)と対照区(水道水に 2-:時間浸出〉

との 2r玄に分け，両区の籾を111R2Eシヤー 川乙設iJzvと て世床 し ~ :~O.C t豆温器中で発芽発根させ

た。此の結果はお 6茨の通 りである。

初 6表 事官根切除の後 ウλ プルン淡に浸i.L'iの結果
第 G去は丸'j;fj去

とH洛同七u主イ頃向を

ウλ プノレシ浸市区 | 対 !日 区 |同 区の ffi 示しているが，稔

芽長JlI111I ~謀 長 川1 I芽長J1lnl!畏長 m 111W C長 Pi根長 P 生白巴笠~5宝よ立

. :1.:-; 0り 1 ~ . !l 日弓 |く円 001!く0.001 も数千が上向って

似i考置床日 2日円;J自足。15*.ilZI三;均値。品種尾花沢1サ いる。とれは杯乳

切除を しなかったためで，その部分の臨乳が幾分伸長に役立ったのと ，J日字L内本物の外部

〈の漏出に よる損失が7眠かったためと看倣 し得る。

費駿の4 ・ ] 9.1 :~年産水稲品種 「庄内乙女」には腹白米が静J~停に含まれていた。 此のIR:

穏を供試し， 種:阪の却を刺ぎ取り玄米と した。腹白の程度によって，多，中，少の 3ツに分

級し，夫k を2~時間 200C 内外の水中に浸極して後， 更にワ ス プルン液浸前区 (ウスプル ン

1000倍液に2-1時間浸漬)と対照区 (水道水に24時間浸出)とに分け，各区の玄米を無蓋シ

ャーレに浅水にて邑1床 し， ::JooC-.32"C恒温器内で発芽発根させた。 との結果は第7表の通

りである。

4 
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1m白玄米をウスプル シ液に浸滋の結果

句
八
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第 7表

自腹

第7表対照

区に於ては，

芽が長くなれ

ば根が短 にな

ると言う負の

相関関係が判

然 としてい

.る。とれは，

l匹盤から0アtラーゼの特流と， 匹乳からの糖類C還流との妨げ合に基く現象と看倣され

る。即ち対照区では，腹自多の場合は還流が優勢となり，腹自・少の場合は特流が優勢と主主

るようである。然るにウス 7 )~ン液浸漬区では，腹白多の方が，腹自少の場合より芽長が

却て長く，対照区の芽長と全く逝主主現象を呈した。とれはウスプルン浸漬区の幼棋が，腹

自の多少に係わ らず写害されて伸びたいととからみて，糖類の還流が僅少でア tラーゼの鞄

流のみが殆んど一方的に行われた結果と看られる。浸水後，ア tラーゼがj圧盤から移動す

る時の其の強さ乃至速度は，粒の吸水速度に比例すると看倣され，従って共れは腹自の多

中少の順に従うのが当然であるから，ウスプルン浸漬区のように糖類還流の僅少な場合に

は，芽長が腹自の多中少の順に従うととに怒るはず下である。

然 らば，何故，ウスプルン浸漬区では糖類の還流が少く板が伸び得主主かったのであろう

か。ゐそらくウスプルンが匹乳内部に多分に欝入し，その水銀イ万ンが酵素と化合して酵

素作用を不活漉た:らしめたか， 其処に等電位点を結果 して原形質を凝固したからであろう

が，此の事は腹自の多少とは無関係に起っているから，試料が玄米であったとと即ち頴を

被ってい友かったととが大きく影響しているようである。玄米が籾に較べ，その根の生長

に対 し薬害を受け易いととは~~9 表によっても判明ナる。とれはウスプルンの ， }ff盤上皮

(Epithel ium)近くの旺字L内への侵入が玄米に於て一居容易であるととに帰国するのであろう。

賓駿の5……実験の1では匹乳に於けるウスプルンの侵入し易い部位(切口〕が}jf盤から

遠く離れていたがため薬害が現われたかった。然るに実験4の玄米では薬害が現われた。

共故.上皮近くの臨乳 内 (j殴粉糖化が最初に起る部位)にウスプルンが入るととが筈を及

iますものと考えられる。とれを確めるため此の実験を行った。

置床后 2日目測定。 15粒平均値。備考

乾燥玄米の上皮近くの糊粉居を環献に剥離して取り，此の環献剥皮粒をウスフ・Jレン浸漬

区 (上例と同じ〕と対照区ぐ上例と同じ)とに分け一浸漬温度 200C内外ーとれを無蓋シ

ヤ{レ浅水に置床し250C恒温器内で発芽発根させた。 との結果は第 8表の通りである。

糊粉暦遺書扶剥皮後，ウス プ/レユ/液に浸沼の結果

ウスプルン浸滋区 | 対 照 区

芽長 |根長 l芽長 |根長 ，."， =1tDX: ~ '7.r :PC lIJ.lC: .:p< 芽長 |根長
n1.m lUlllnnlo.nl ----.. I 

一-2 -L-2三一|一」三 35 司 | 
剥皮部分が青色に諸色。粒 |剣皮部分から澱粉その他 |色 ! 
内容物州液に続出せず |内容物が外液に流肘 | 旨 | 

両区の差

ゼ
八
C

C
印

負t";8表第 8表によれば，概

して根が伸長せ十特に

ウスプルン液浸漬区に

於て然りである。とれ

は，対照、区にあっては

J任乳へ掛流して来たア

Zラーゼや還流すべき

糖類が剥皮部分から外 置床后 3日目測定。 10粒平均価。品種尾花沢l号・

E 
ν 

備考
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部へ幾分流出し?とからであるしウスプ JL ン浸漬区にあっては，剥皮部分からワスプルン

液が多量に侵入し，ア tラー ゼの酵素作用を不活j授たらしめ，糖類の還流を妨げたからで

ある。之等のことは明らかに澱粉糖化が開始される所の上皮近くの匹筑の内部が，ウスフ・

ルンによって侵される時に，幼根の伸長がとどめられるととを示している。

以[~_ 5通り の実験例により， ワスプルシ液は， IB5字Lf'L於ける傷及び匹に於ける発芽発棋

に伴う破れ目から容易に多量に侵入することが出来るものであるとと，又上記玄米の場合

の如く 匹盤近くの!匹字L内部に も侵入するととが出来る ととが理解された。また是等各様の

侵入のうち上皮を速く 離れて，111;字Lf'L侵入する場合以外は， 侵入の結果，芽の伸長や棋の生

長をとどめるものであるとととと を知った。

3. ウスブルシの躍活的作用。 第2表及び釘 4表では， ワス プJレンの賦活的作用がみられ

たが，何れも試料が種棋の場合であった。叉共の放果は根長のみに現われた。若し， 米浸

水の乾燥1'11や乾燥玄米を用いれば如何に成るであろうか。叉賦活的奴果は芽長にも現われ

るのではなかろうか。是立与の点を踏めるため，及賦活作用の機構を知るため次の 3ツの笑

!験を行った。

費E金1)1……乾燥籾乾燥玄米の2穏類を材料とし， 之と予を7.kf'L浸穏せプヂ、に，夫k ワスプ ル

ン詰m区 ( ウス 7" ノレ ン 1000倍液f'L ~ 4時間浸漬) と対照区 (水道水f'C 2~時間浸漬) とに分け

ー没漬温度:200C内外 次に之等を無蓋シヤ {レに浅水にて世床して， 釘。C怠る比較的低

温の恒温器内にて発芥発根させた。との結果は飢 9表の通りである。

話 9表 乾燥粒なウスプルシ液に浸tl'iの結果

都子|ゴスプルン浸漬区 -11-!h-EJHd区 の 差
主事長 i~長長;!f=長 | 根長 1 ..." "， D I 

即日 l mm  mm  n1m ~，長 PI 根長 P

籾 ;).[)コ:U (j.:3 1¥;.3 I >u.0011 >0.001 

玄 1(;.1 16.7 IU ¥1.;) 2¥1J1 >O.lllll I >0.001 

1Jifi考 置床后 3日円測定。 1;)粒苧均値。品種尾花沢 IJd 

第 9表の浸水を経

ない乾燥籾lでは賦活

的支文果が根長のみな

らずc芽長にも滋分現

われた。 とれはウ ス

プルン液浸法によっ

て籾の透水性が一居

促進され， アfラー ゼの特流が， 対照区に於けるよりも速やかに始められたからであろう。

反之，玄米では，浸水を経た玄米(第7表)と 同様に，ワスプルン浸涜区の根長が対照区

のそれよりも造かに劣った。それ故此の場合も，玄米に於ては籾に於ける より以上f'C，多

量に然も速やかにウスプルンが上皮近くの!匹乳内陀侵入するものと看倣される。

費験7';2……ウスプルン;000倍液は明らかにアルカリ 液である故，7.1<より 以上に組織細胞

を膨潤せしめる機能を有しているはずずである。 殊に原形質の乏 しい細胞に対しては猶更で

あろう。此のウスプルンの水以上の膨潤作用が， ウス プJt.ン浸涜の賦活的放果の一誘因で

あるととは疑うべ くもない。此の笑験の2に於ては， ウスプルン液が果皮のみを膨潤させる

ととが賦活的数巣を もたらすのか，それとも糊粉居をまでjj&;:;i閏させても賦活的数果が表わ

れるむかを問題に した。米粒では)]壬は糊粉居を有せすで'i匹乳のみが糊粉居を有するものであ

る故，24時間浸水線又は乾燥艇をウ スプルンJOOO倍液に24時間浸涜して，丁度前iiEまでの

如きは活的放果を もた らす程度にさせられた材料から， }JfとJ距字Lとを分離し，夫k を別k

に対照区の材料に移値援活せしめるならば，もし果皮lU潤のみで賦活的数果が起るの怒ら，

ワスプノレ γ浸漬の任を有ナる粒に於て共の致巣泊三現われ，糊粉居)Jぷ潤も賦活的放果を もた

6 
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らずの主主ら・ウスゾルン浸漬の目玉乳を有する粒に於て共の数果が現われるととに怒るであ

ろう。

実験には，乾燥籾及び2.:1時間浸水棋を用いた。之をワスプルン漫漬区ぐワス 7・l¥.-ン1000

傍液K'24時間浸漬)と対照区ぐ水道水に24時間浸漬jとに分けー浸漬温度2(YC内外一両区の

頴を除いて総て玄米とし，よく水洗して後 ペスでj任と}ff乳とを分離した。直ちにゼラチン

を接着材ーとして匹移植を行い，共れを発芽床に置床し， '280C_3:)oq豆温器内で発芽発根さ

せた。との結果はtMO表の通りである。

但し;発芽床には，数回の予備実験の結果，長良の方法としてs土媛研究用筋を用いた。 1111も英れにE買

収紙を数き，宮市の子Lと!胃位置に段取紙上にも小子Lを{'F!J，民処に膝を上方向tて挿入して動格せぬよう

にし，此の舗を7J¥鉢に入れ，*聞が粒の援活部まで昇らぬようにした。

~no表では概して

発芽歩合(殻根粒を

含む〉が極めて低い。

低率発芽歩合の館因

は!座移植操作 で あ

る。併し乍ら就中!圧

が ソスプルン浸漬粒

の匹である場合の方

が然らざる場合より

第l03受

区移植の方法

括狐はウスプルン浸涜のもの

(JBS) +医 乳

(JBS) . + (膝乳〉

JBS移植后の発浮歩合

第 1 回実験 l第 2 回 実 験

置床後連日目(%lI置床后5日目(%)

(;6.66 l:i4.61 

6ろ.00

~~ --I :，;;;--i750 
発芽歩合が尚い。故 備考品f!ll尾花沢 1号。各区12粒-1'粒供試。

に，此の結果のみからは，ウスプ JレL薬液によって， 果皮が，水に よるより以上，速やか

に陀潤された時に賦活的数泉が表われる と言い得ょう。 果皮は玄米のうち最も原形質の少

友い部分であるから， アルカり性ウスプル L液に依って，水によるよりも速やかに膨潤さ

れ，従って外部からの諸物質の透過性をー居増大するのであろう。

費E患の3・ 賦活的数泉は果皮膨潤のみによって惹起されるので通うろうか，それとも， 芽

や根の伸長乃至生長を答さ主主い程度の少量の水銀 イオンが，粒内へ透過侵入するととが，

之に加わって惹起されるのであろうか。此の点を判明させるべく実験 を行った。

乾燥観，乾燥玄米， }ff$L1j。切除玄米， 環欣刺皮玄米 ( 待:~ 8表参照)，鞘根切除玄米怠どを

試料とし， 是等をウスプノレシ 1000 液に24時間浸漬し，7k洗して後，縦断して部い切片と

し，切片をH202を以てよく洗い，スライ ドガラス上に載せま .1.， H2Sガスを吹きかけた。

との観察の結果，ウ ス プ ，~ン 浸漬の何れの区の粒も，水道水に2 .:時間浸漬した対照区に較

べ， 黒変の程度が幾分大とみられ，水銀がその組織内に存在していた事を示した。此の結

果から，ウ実イJI.ンは翠に細胞IJ多潤を早めるのみでなく，膨1閏に伴って，搭液中tL溶存ず

る水銀 イオンを粒内に主主 り，それが僅少にして週金主主る時に， 1民活的交文泉を もたらすと言

い得ょう。

尤も，ウスプルンは，その化学構造が，最近の合成植物ホルそムに類臥しているので，

ウスプルン自体が生長ホルモン的作用を及ぼナとも考え られる。

4.水銀製剤 2畿に浸潰した後の水洗の影響 ワス プルンに比J絞して水銀含有率の低い水

銀製剤 2号にi浸出した場合でも， 浸漬後に水洗する場合と，水洗したい場合とでは，結果

に差異があるのではたかろうかとの考えから女の実験を行った。

7 
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第 1)表 水銀製剤 2 号浸出.;fr:に*~のj彩轡~示す発引と書官根

とのキIWJ;!表

一 一 一一
" d 

区 別

31 41品 u:i¥ S 

対

間
…
区

!倍|水

|液 |手

洗

一

五

O
倍

液

備考 0:溌5fーせず ー:車両誌のみ出現 十 ~11~及不完全演

が出現 ーIi-:靴斑，不完全瑛及びtf，;1本総ぅ:出:fJ.!

品f!下「酒間早生」の

極観を三00cの水中

に21時間浸水し之を

各種出足度の水銀製剤

2号液に 6時間浸泣

した区と，水道水に

6時開設前の対照区

とに分け，一浸涜温

度 150 C内外一薬液

浸涜区を更に，水洗

し?と区と水洗しない

区とに分けた。各区

.'50粒宛~~!~韮シャ ー

レの浅 水にてi位床

し， 300C恒温器内で

発芽発根させた。と

の結果は節目安の通

りである。但 しで]]

去はlu:床后 7日目ま

で調査の，発芽と発

根との相関表である

から表内数乎は粒数

を示す。

~， ]]去に依れば，

置床后日数を経るに

従って芽 も根も発育ー

するが，その速度は

対照が最も速やかで

ある。主主治此の点を

一居明瞭にす るた

め，-lf1床後7何回の

各区の成結から平均

値を求め， 是~pの位

置を釦1図に示した。

第 1図に依つでも，

対照区はi比も発育が

す Lみ，叉向山皮液

区間でも，水洗右と し

た区の方が水洗を し

• 
， 
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主主い区よりも発育

がす Lんでいると

がわかる。水銀製

剤 2号液に浸漬し

て後，水洗をした

区には，全然発根

したい組が残ると

とはたかったが，

水洗をしなかった

区には，浸漬濃度

の如何に係わら

や，置床後7日目

に至っても猶，斯

発

~ 

程

度

第 1図 芽及ひ・狼の発育程度の区間差異

o 
O 

+ 

ー+

A:対照区 B: 100('倍水洗区 C:100('倍水洗せず区 D:750倍

水洗区 E: 750倍水洗せず区 F:5007ki$t区 G:50C倍水洗せ

ず区 H:250倍水洗区 1: 25('倍水洗せず区

置床后 7日目の発根数

J .z 主 4 

ε--1)トF

5 7 8 
-ー圃『

様主主観が残つ?と。とれば決して偶然ではなく，置床後組内及びその周辺に，薬液を未だ保

有しているうちに，幼根又は幼芽が.匹内で生長し来り，匹盤を破ったため，此処に薬液

が侵入して.幼棋の生長を害したのであろう。

穂 据

無傷健全な種視を供用しても，それが浸種によって，匹内の幼芽や幼根を生長せしめ，

然も之等が一旦匹盤を破るまでに至ったならば，ヨたにウスフ・1レン及び其他。水銀製剤。襲

液に浸漬されるととにより，甚だしい薬害を蒙るととになる。就中，幼根は，もはや生長

を続け得君主いまでに成る。とりととは，幼根が鞘根に破れ目を生ぜしめるか或は幼根が既

に出現するかすれば，柴液が幼根組織内に容易に侵入ナるからであり，又鞘根破れや幼根

出現せず干の欣態のものであっても，鞘葉が匹盤に於ける罪組織を破って発芽ナるに至った

もりであるたら，襲液は此の芽と匹盤との間際から容易に匹内に侵入するととが出来るか

らである。 ζれらの点より，水銀製剤による種籾泊、毒が，長期浸種の後に行われるのは，

極めて不合理な且つ危険た方法と言わねば君主らたい。

ヨたに，薬液浸漬後の種籾が，未だ発芽発根を見ない欣態であっても， r芽出 し」操作に先

立って，よく 17.k洗をし友いたらぽ，発芽直後，籾内外に残存する薬液によって，上述と同

様主主薬害を蒙るととにまる。殊に水洗せヂ俵のま Lアルカリ性の湯の中にて「芽出し」ナ

る場合や，発Jf床に充分に清水を与えやに「芽出し」ナる場合にー屠危険である。何とな

れば，ア )L カリ性液内では，附着残存する薬剤が溶解し易くなり且つ其れが米粒組織内に

侵入し易くなるからであり，又発{河床に充分主主7.kがたければ，残存薬液は愈々濃化するで

あろうからである。此処に，水銀製剤による種級消毒の後の水洗が，必要と友る。

ζれ等水銀製剤の薬液は.時には上皮に近い匹乳の部分にも，共処が酵素により最も澱

粉糖化の旺んな時期に，透過して多量に入るととがあり，その結果，酵素作用を忽ち不活

溌たらしめて，発根や根の生長を阻害するととがある。

以上は水銀製消毒剤の客作用のみを述べたのであるが，是等薬剤は，筈作用のみをナるも

のでは友い。即ち是等薬液が，アルカり液である場合には，短時間浸漬により種籾の外囲

9 
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に位する織緋及びキチン質に富む組織を膨潤せさめ，その強靭性を弱め種棋を して一居透

水性を高め，主主治極少立の水銀イオンをも透過せしめて，その結果却て発芽及び発根を早

め，芽の伸長や棋の生長を促進するのである。併し斯る佳良な作用は， J座及び)ff乳が活漉

化する以前に，題視が薬液に浸漬される ととによってもたらされ易く .活液化後では上述

の如き筈を起ナととが判明した故，種籾;'J!j毒の時期は，遡って寧ろ，浸水に先立って行わ

れるべきであろう。
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SummarY 

j) A large amount of mercarials such as USpulUll or Mercuron invades easily into 

the embryo of rice seed whel1 its coleoptile or primary root somewhat has developed. 

This invasion seems . to hegin at a geiminating cavity or an cmerging holc， and to 

reach the inner parts of scutellum and the tissue of primary root by and by. To 

aョcertainthe iuvasiou the coleorhiza of embryo was artificially not::hed. Thcn the 

mercuric solutiou could iuvade iuto embryo frolll that notchcd wound， and Il1hibitcd the 
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水銀製剤による消毒が種籾の発芽発程に及ぼナ影響に就いてーー溢谷

growth of primary root as more as that of coleoptile. 

2) The merculia1s cou1d go in the tissue of endospernユ lmtagainst which if 

the filtI叫ionby endospermむookplace at a part far from the epithelium of scutellum， 

for instance， at the antipodal siue， the effets of mercuria1s might not be always 

injurious but when the invasion by permeation OCCl町red at a part near the 

cpithe1ium， for instance， in unhulled rice generally， the cnzyme there became 

inactive and the development of root s~opped. 

3) The first effect seems ωbe induceu by the protoplasmic coagu1ation by 

lllercuric ions and the second seems by the enzymic inactivity but if on1y the 1ess 

th巴 amountof mercuric ions permeat氾， the more the germination is able"to promote， 

for instance，ぬemore the e1ongation of co1eoptile in a large quanti色Y of water 

and七hemore the deve10pment of semina1 rooむina small quantity of one . 

.，1) According to the results as above noted， the mercuric uisillfectants may be 

givell for rice seeds rather before the water immersion than after the 10ng-dated 

immersioll， and besides a good wash with water be givell soon after of sterilization. 

Giving a wash， the au出orled the injury of Mercuron to light. 
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